
 
 

□ 家具や電気製品などで、乳幼児が思わぬ事故を起こす可能性があることを意

識する 
※普段から、乳幼児の行動や興味を示しそうなものに、やけどの危険がないか、飲み込ん

でしまいそうなものがないか意識して見直してみましょう。また、危険な行為を見かけ

たときには、すかさず何がどのように危険なのか教えるようにしましょう。 

 

□ 乳幼児が転倒させたり、お湯・蒸気など高温部に触ったりする可能性のあ

る家具・電気製品などは、あらかじめ手の届かないところに遠ざける 
※乳幼児が興味を示して触れると危険なものは、事前に周囲から遠ざけるようにしてくだ

さい。 

 

□ おもちゃや歯ブラシなどを口にくわえたままにさせない。また、乳幼児が飲

み込まないように、おもちゃの部品などが外れないことを確認する 
※おもちゃや歯ブラシなどをくわえたままで動き回らせたり、他のことをやらせたりしな

いでください。 

 

□ 保護者の方は製品の取扱説明書で、安全な使い方、やってはいけないことを

確認する 

（参考）家庭内での乳幼児の製品事故事例 
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